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１                              問題のページへ 

(1) 条件より, å
=

n

k
kx

1

a-= ny4 ……①, å
=

n

k
ky

1

b-= nx9 ……② 

①②に 1=n を代入すると, a-= 11 4yx ……③, b-= 11 9xy ……④ 

③④より, ab --= )9(4 11 xx となり, 
35

4
1

ba +=x  

35
9

35
491

babba +=-+×=y  

(2) ①より, å
+

=

1

1

n

k
kx å

=

-
n

k
kx

1

)4()4( 1 aa ---= + nn yy となり,  

nnn yyx 44 11 -= ++ ………⑤ 

②より, å
+

=

1

1

n

k
ky å

=

-
n

k
ky

1

)9()9( 1 bb ---= + nn xx となり,  

nnn xxy 99 11 -= ++ ………⑥ 

⑤⑥より, nnnn yxxx 4)99(4 11 --= ++ , )436(
35
1

1 nnn yxx +=+  

)369(
35
19)436(

35
9

1 nnnnnn yxxyxy +=-+=+  

よって, ÷
ø

ö
ç
è

æ
÷
ø

ö
ç
è

æ=÷
ø

ö
ç
è

æ
+

+

n

n

n

n

y

x

y

x

369

436
35
1

1

1 から, ÷
ø

ö
ç
è

æ=
369

436
35
1A  

(3) 14=a , 21-=b のとき, (1)より, 2
35

8414
1 -=-=x , 3

35
21126

1 =-=y となり,  

÷
ø

ö
ç
è

æ -=÷
ø

ö
ç
è

æ -=÷
ø

ö
ç
è

æ -
÷
ø

ö
ç
è

æ=÷
ø

ö
ç
è

æ=÷
ø

ö
ç
è

æ
3

2
7
6

90

60
35
1

3

2

369

436
35
1

1

1

2

2

y

x
A

y

x
 

すると, ( ) ÷
ø

ö
ç
è

æ -=÷
ø

ö
ç
è

æ -

3

2
7
6 1n

n

n

y

x
と推測でき, これを数学的帰納法で証明する。 

(i)  1=n のとき 明らかに成立する。 

(ii) kn = のとき 成立を仮定すると,  
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よって, 1+= kn のときも成立する。 
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［解 説］ 
漸化式の典型題の 1 つで, 2x , 2y を導くプロセスから一般項を推測するタイプで

す。明らかでも, 数学的帰納法による証明は書いておくべきでしょう。 
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２                              問題のページへ 

(1) ts -= とおくと, 1-=
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ds であり, 01 ®-=t のとき 01 ®=s となる。 
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［解 説］ 

ていねいな誘導つきの微分方程式の解を求める問題です。 
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３                              問題のページへ 
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［解 説］ 

座標平面上の図形を題材とした頻出題です。ベクトルの利用によって, 計算量を減

らすことがポイントです。 
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４                              問題のページへ 

(1) A の得点を a, B の得点を b とするとき, B が勝つ
場合の点 ),( ba の推移には 5つのルートがある。 

Ⅰ )0,0( → )2,0( → )4,0(  

Ⅱ )0,0( → )2,0( → )2,2( → )4,2(  

Ⅲ )0,0( → )2,0( → )2,3( → )4,3(  

Ⅳ )0,0( → )0,2( → )2,2( → )4,2(  

Ⅴ )0,0( → )0,3( → )2,3( → )4,3(  
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［解 説］ 

(1)は確率の問題ですが, (2)以降は数列の計算問題です。たくさんの問題が詰まって

おり, 計算量も半端ではありません。なお, (1)で 5 つのルートを個別に計算していく

と, B5用紙 2枚では収まりません。 

 


